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◆例　会　場／東山荘・講堂�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆ロータリーソング／奉仕の理想�

◆内　　　容／富士山の森林が麓に与える恵�
静岡県環境森林部・主査　菅野　進様�

　去る１１月2日（土）静岡第2分区

の第３回会長・幹事会が、当御

殿場クラブがホストでバラライ

カにて開催されました。席上、①０４～０５年度の第

２６２０地区ガバナーノミニ－に三島RCの渡辺脩助

氏（渡辺整形外科理事長・院長）、幹事に山岡修一

氏の決定が報告されました。②０３～０４年度の第２

分区ガバナー補佐は、伊豆長岡RCの紀平幸一氏（紀

平医院々長修善寺在住）の就任することが発表され

ました。③本年度のIMは、三島西RCのホストで、

H１５.２.２３（日）１４：００～１７：３０東レ研修センターにて

開催、全体会議、高野孫左衛門パストガバナーの

基調講演、全体会議、懇親会というプログラムが

示されました。④１１月２７日（水）のRI会長の来訪に

関しましては、第１会場・米山記念館、第２会場・

東レ研修センター、第３会場・みしまプラザホテ

ルのいずれかに出席の場合は式典等に参加しなく

ても自己申告で出席扱いとなると確認されました。

なお、当日第2会場の運営に協力いただく１１名の

会員の方々には、集合時間・場所等について近々

正式な連絡があるので宜しくお願いします。⑤ク

ラブの運営事項のうち会員増強については、他の

クラブは複数の入会、或いは予定があるとの報告

がされました。当クラブも皆様のご支援を切にお

願いいたします。さて、今月はロータリー財団月

間です。１９１７年に提唱され、１９２８年にロータリー

財団となって今日まで世界の情勢の変化に合わせ

て変貌し、多くのプログラムが創設されていますが、

その奉仕活動とそれを支える資金調達は車の両輪

といわれております。人道的、教育的、文化交流

の活動に直接関わらない時でも、その活動資金の

調達に参加することは奉仕活動に参画していると

いう意義があります。どうかご理解とご協力をお

願いします。�
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◆会 員 慶 事�
・誕生日　  �
　11月18日　井口　修一君�
　11月19日　藤田　昇司君�
　11月20日　勝又　博文君�
・皆出席（連続出席）�
　11月 9日　梶原　一正君（13年間）�
　11月 9日　内海　隆治君（13年間）�
・結婚記念日�
　11月17日　藤田　昇司・昌　子様ご夫妻�
　11月17日　山崎伊久雄・久　子様ご夫妻�
　11月18日　山口　幸男・勝　子様ご夫妻�
　11月18日　小早川豊一・かず代様ご夫妻�

●●●次回11月21日の例会：１７６９回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂●●●�

�

会長挨拶�
会　長　内海　宣彦�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

○やっと帰れました。寒くて驚きました。　　　　　　　　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　　　勝間田　芳麿君 　       　�

☆お知らせ☆�
■地区大会�
　１1月17日(日）グランドホテル浜松�
　　　　　　　　　10時／開会・点鐘　16時／閉会・点鐘�
　　　　　　　　　（集合）６：３０／御殿場駅乙女口       �
■RI会長公式訪問（移動例会）�
　11月27日(水）　A.公式訪問　１２：００～１４：００／米山梅吉記念館�
　　　　　　　　 B.記念講演会　１４：３０～１６：００／東レ総合研修センター         

１１月７日のスマイル�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５７名�４７名�８２.４６％�１００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

●欠席者（１０名）�

井口修一君・勝又敏雄君・根上陽一君・大森清治君�

斉藤礼志君・戸栗太平君・臼井良太君・岡本隆典君�

山崎恭夫君・渡辺　巌君�

●●●11月はロータリー財団月間です ●●●�

●メーキャップ（６名）�

根上　眞一君　10月16日　Ｇ Ｒ Ａ�

大森　清治君　10月22日　沼 津 北�

林　　　準君　10月23日　長　　泉�

渡辺　　巌君　10月26日　伊豆長岡�

渡辺　剛康君　11月 1日　裾　　野�

勝又　敏樹君　11月 6日　沼 津 北�

ロータリー財団月間に因んで�
齋 藤　保�

ロータリー財団は、１９１７年アー

チ・クランフが「社会のため

に良いことをしよう」と財団構想を提唱して依頼、

今年で８５周年を迎えました。２００２年６月、スペ

インのバルセロナで開催された第９３回RI年次大

会では、４日目の本会議でロータリー関係の記念

行事や財団活動のセッションが行われ、財団８５周

年を祝福しました。この中で最も強調されたのは、

ロータリーの最大の約束であるポリオ撲滅キャ

ンペーンや、国際問題研究のためのロータリー・

センター・ワークショップでしたが、パネリス

トとして参加された国際基督教大学の最上敏樹

教授は、四季折々の大学のキャンパスの美しい

スライドを披露しながら、ロータリー・センター

の現状を話し、将来への大いなる希望も述べられ、

とても深い感銘を受けました。このように、ロー

タリー財団は創始以来、着々と発展の歩みを続

けており、具体的には、１９４７年開始の国際親善

奨学金プログラム、同額補助金プログラム、

GSE（Group Study Exchange研究グループ交

換）、３－H（保健、飢餓及び人間尊重）プログラ

ム、ポリオ・プラスプログラム、地域社会援助

プログラム（CAP）、そして世界平和奨学金プロ

グラム等、全世界の人々のニーズに応えて、貧困、

飢餓、疾病、文育、環境問題等と熱意を持って

闘い、世界理解と平和に貢献してまいりました。�


